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１ 研究仮設とテーマ設定の理由 

 

表現運動の特性は、子どもが感じたことや思いや願いを心と体を解放して動きで表すことであ

り、リズムやイメージの世界に没入し、それになりきって楽しく踊ることである。併せて、子ども

同士が互いのよさや違いを生かし合って踊る楽しさや喜びを味わうことである。本研究部では、表

現運動の学習を通して、子どもたち一人ひとりが自分の思いや願いをのびのびと表し、運動の楽し

さを発見しながら主体的に学習をすすめ、他者との対話を通して豊かにかかわり合うことができる

と考えている。 

昨年度は、リズムダンスにおいて即興的に踊ることを中心に据えた研究に取り組んできた。実践

を通してリズムダンスにおける指導内容や評価規準を明確にするとともに、資質・能力を育成する

ための効果的な手立てを探ってきた。 

今年度は特に「リズムダンスの授業づくりにおける指導内容や評価規準等の具体化（具体的なめ

あてをもてるようにするために、学び合いの視点がより一層明確になるように）」ということに焦

点をあてて検証してきた。さらに、学習指導要領に

沿った、指導内容・児童の具体的な姿・教師の言葉

かけ一覧表等の作成や、指導計画・指導方法の確立

など、低学年から中学年への繋がりも意識しなが

ら、系統性を踏まえて研究していきたい。 

 

 

２ 資質・能力を育成するための手立て 

手立て①「指導計画」 

  １時間目には色々な曲のリズムに乗って踊ることを楽しんだ。今回は３年生の授業のため、ロッ

クとサンバの特徴をしっかり捉えられるように２・３時間目にはロック、４・５時間目にはサン

バ、を連続してとりあげた。それぞれ、最初の時間は、いろいろな動きで踊り、次の時間には動き

に変化をつけて踊った。 

第一分科会 

一人ひとりが自分の思いや願いを動きに表し、 

豊かにかかわり合う子どもをめざして 

～資質・能力を育成するための手立て～ 



  

手立て②「リズムの分析・曲の精選」 

  ロックやサンバの特徴を捉えやすい曲をほぐしで使い、経験した動きをもとに、踊るときには意

図的に曲の長さや順番を工夫した。リズムの取りやすい曲を選ぶことによって、ロックとサンバの

リズムの特徴の違いを感じ、その違いを意識して子どもが踊ることができた。 

 

  

手立て③「動きや変化の付け方の工夫」 

  掲示物として「動きの宝箱」を作成し

た。掲示された動きを参考にし、リズムに

合わせて即興的に踊ったり、動きに変化を

つけておどったりする姿が見られた。ま

た、毎時間、ほぐしで基本的なステップや

動きなどを取り入れたことで、多様な動き

につながった。 

 

  

手立て④「学び合い」 

  ３人のグループにしたことで、安心して踊ることができた。グループの友達の動きをマネするこ

とで、動きの種類が増え、様々な動きで踊ることができた。見合うときには、見合いの視点を明確

にしたことで、友達のよさに気付いたり、アドバイスをしたりして高め合う姿も見られた。 

 

 



３ 本時展開 

 

 本時目標   サンバのリズムに乗っていろいろな動きで踊ることができる。 

  



４ 学習カード 

 

５ 成果と課題 

成果 

【指導計画】 

３年生の発達段階に合わせ、指導計画を工夫したことで、子どもたちがロックとサンバのリズムの

特徴を感じて踊ることができた。 

 

【リズムの分析、曲の精選】 

リズムの取りやすい曲を選ぶことによって、ロックとサンバのリズムの特徴の違いを感じ、その違

いを意識して子どもが踊ることができた。 

 

【動きや変化の付け方の工夫】 

掲示物として「動きの宝箱」を作成した。掲示された動きを参考にして、リズムに合わせて即興的

に踊ったり、動きに変化をつけて踊ったりする姿が見られた。また、毎時間のほぐしで、基本的なス

テップや動きなどを取り入れたことで、多様な動きにつながった。 

 

【学び合い】 

３人のグループにしたことで、安心して踊ることができた。グループの友達の動きをマネすること

で、動きの種類が増え、様々な動きで踊ることができた。また、見合いの時には、めあてにそって見

合いの視点を明確にしたことで、友達のよさに気付いたり、アドバイスをしたりして高め合うことが

できた。そして、３年生の発達段階に合わせて指導計画を工夫したことで、子どもたちがロックとサ

ンバのリズムの特徴を感じて踊る姿が見られた。 

 

課題 

「動きの宝箱」は、子どもたちが即興的に踊るための手立てとして有効だったが、十分に見る時間

がとれないこともあったため、動きの種類が増えない時間もあった。次年度は、さらに効果的に活

用できるように考えていきたい。また、見合いの視点を明確にし、友達の動きの良さに気付き、多

様な動きが増えることにつながったが、他のグループや全体での見合いも取り入れるなど活動の仕

方を探っていくことも考えていきたい。 

 


